






































る芸術的価値理論ではない.それは一般価値理論(general theory of value)(4)である.
Richardsはこれをさらに「一般価値」理論(theory.of ordinary values)とも,また倫理的









































































































































































































それゆえRichardsにとっては,どの芸術分野でも使われる「構造」 , 「形式」 「釣り合
∫
い」 I 「意匠」 , 「統一」 I 「表現」というような言葉,また、絵画の批評に用いられる「深
きめ
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